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学校給食センターの目標（平成２７年度）自己評価書 

 

学校給食センター所長 榎本 俊彦 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 学校給食の充実（管理班） 

（１） 学校、地域、家庭との連携・協力を図りながら学校給食を通じて日常生

活における食事について、正しい理解と望ましい食習慣を養い栄養の改

善や健康の推進に関する指導の充実に努めます。 

 （給食指導） 

   ・小学校では学年に応じたテーマを設け、栄養士が給食時間や家庭科の授業で

計画的に指導を行い、中学校では生活習慣病予防などの学習会や家庭科の授

業で指導します。 

   ・食物アレルギーの児童生徒が増加しており、給食における除去食の対応をし

ております。今後も、新たに作成しました「学校給食における食物アレルギ

ー対応の手引き」を活用し、関係各課・学校・家庭と連携をとりながら対応

していきます。 

 （給食だより・センターからこんにちは） 

   ・食生活に対する正しい知識の普及を図る観点から月毎に「給食だより」を作

成し各学校へ配布します。 

   ・酒々井町健康ビジョンの推進を図るため関係する課と連携し生活習慣病予防

など生涯にわたる健康づくりを目的とした「センターからこんにちは」を年

３回（７月・１０月・２月）作成し、児童生徒の保護者に配布するとともに、

広報ニューしすいへ掲載します。 

   ・酒々井町ホームページを活用し、給食について広く周知いたします。 
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・小学校 1年生から 6年生までの各クラス、学年に応じて、

給食という身近な教材を通じ、児童生徒に健康保持の重要

性を認識させました。また、中学生については、成長期に

必要な栄養素や生活習慣の改善等の講話を行いました。 

 

 

 

・食物アレルギーについては、関係各課・学校・家庭と連

携をとりながら「学校給食における食物アレルギー対応の

手引き」を活用し、食物アレルギーをもつ児童生徒に対し、

除去食を提供しています。 

 

・毎月発行する「給食だより」を通して、食生活に対する

正しい知識の普及を図りました。 

・「センターからこんにちは」年３回（７月・１０月・２

月）に発行し、生活習慣病予防などの健康づくりを推進し

ました。 

・酒々井町ホームページを利用し、給食の写真や、栄養士

からの食のアドバイス等、より多くの情報を発信すること

ができました。 

達成度：H28.3.31 の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 
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（２）給食食材の安全性について、国や県の情報を常に取り入れ使用いたします。また、

独自に、放射能測定器を用い検査を行うことで安心な食の提供を行うとともに、

地元で生産された安全で新鮮な野菜や加工品を積極的に取り入れ、地産地消を推

進します。 

（３）給食センター施設設備の老朽化に伴い、給食の運営に支障を来す恐れがあること

から施設管理計画を策定するための点検マニュアルを作成し、計画的に修繕することで

建物や衛生設備改善及び充実を図り、食品の品質管理や給食従事者の健康管理など衛生

管理の強化に努めます。 

 

２ チャレンジ目標 

（１）地産地消の推進 

地元直販組合に野菜の使用状況等、作付計画等に必要な情報の提供を行う他、 

安全な農産物の生産など農薬使用の適正についての情報収集を行います。 

（２）施設及び従事者等の衛生管理 

施設設備の清潔,衛生の保持及び食中毒防止にかかる啓発を年間を通して行います。 
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・毎週月・水・金曜日の週３回２品目の放射能測定を行い

その結果を町ホームページ、給食だよりに公表していま

す。 

 

・経年劣化等のため以下の入れ替え工事・補修を行いまし

た。（主なもの） 

 ・プレハブ式冷蔵庫、冷凍庫設置工事 

 ・重油タンク設置工事 

 

 

 

・地元産の野菜を取り入れたことによって、鮮度が高い給

食の提供ができました。また、給食を通して地域農業の活

性化に貢献しました。 

・定期的な検査の実施等を通して、適切な衛生環境を保持

することができました。 

 


